
補足 3-02-1 

 

第第第第３３３３章章章章－－－－２２２２．『．『．『．『所要量計算所要量計算所要量計算所要量計算』』』』生産計画生産計画生産計画生産計画ととととオーダーリリースオーダーリリースオーダーリリースオーダーリリースのののの考考考考ええええ方方方方 

 

   このオーダー状況の設定の考え方と関連処理について説明します。  

            （（（（１１１１））））生産計画立案生産計画立案生産計画立案生産計画立案 

      1w  2w   3w   4w   5w   6w   7w   8w   9w  10w  11w  12w  13w  14w  15w  16w 

                       生    産    計    画    立    案    期    間               

                          生 産 計 画 確 定 期 間       

   （（（（２２２２））））所要量計算展開所要量計算展開所要量計算展開所要量計算展開 

                       所  要  量  計  算    対  象  期  間            

      ｵｰﾀﾞｰ確定済み期間                             

                 今回ｵｰﾀﾞｰ確定期間        

 

    〔〔〔〔生産計画品目生産計画品目生産計画品目生産計画品目とととと構成品構成品構成品構成品とのとのとのとの必要納期及必要納期及必要納期及必要納期及びびびびリリースリリースリリースリリースのののの関連関連関連関連〕〕〕〕 

  リリ－ス範囲を確定するには、ａ．納期でリリ－スを行なう場合とｂ．着手日でリリ－スを行なう場合 

  の２通りがあります。 

  ａ．納期 ：MRP 処理で設定された品目の納期をベ－スに範囲を確定します。 

  ｂ．着手日：MRP 処理で設定された品目の納期から標準リ－ドタイム分を遡った日付をベ－スにします。 

 

  以下に確定範囲の例を示します。 

 

    ○：生産計画品目の納期 

    □：構成品の納期（構成品の製作に必要な製作リードタイム分日程を遡る） 

    △：社内品の工程             この期間内のｵｰﾀﾞｰは       この期間内のｵｰﾀﾞｰは 

   ☆：社内品の着手日            ﾘﾘｰｽの対象となります      ﾘﾘｰｽの対象外となります   

        黒塗りはリリースを表します。                                                                                          

          

パタ－ン１：着手日、納期とも範囲内 

                                    

パタ－ン２：着手日、納期とも範囲内 

                                       

パタ－ン３：着手日、納期とも範囲内 

             

パタ－ン４：着手、納期とも範囲外      

 

 

パタ－ン５：着手は範囲内、納期は範囲外 

 

 

 

 

★ ▲ ▲ 

■ 

○ 

納期納期納期納期でリリ－スの場合、 

最終工程の加工納期が期間内に 

あるのでリリリリリリリリ－－－－スススス対象対象対象対象となります 

納期納期納期納期でリリ－スの場合、 

最終工程の加工納期が期間外に 

あるのでリリリリリリリリ－－－－スススス対象外対象外対象外対象外となります  

着手着手着手着手でリリ－スの場合、 

初工程の着手が範囲内でリリリリリリリリ－－－－スススス対象対象対象対象 

となります 

着手着手着手着手、、、、納期納期納期納期ともともともとも 

範囲外なのでリリリリリリリリ－－－－スススス対象外対象外対象外対象外 

となります 

■ 

● 

■ 

○ 

△ △ △ 

□ 

○ ▲ ▲ ▲ 

■ 

○ 

日程です。 



補足 3-02-2 

 

［［［［購買品購買品購買品購買品ののののリリースリリースリリースリリース］］］］            リリース期間内（今回ｵｰﾀﾞｰ確定期間）にあるオーダーは、所要量計算で 

             リリースオーダー（ｵｰﾀﾞｰ状況：Ｒ）として作成します。 

［［［［社内加工品社内加工品社内加工品社内加工品ののののリリースリリースリリースリリース］］］］    ａ．リリース期間内にあるオーダーは、所要量計算でオープンオーダー 

              リリースオーダー（ｵｰﾀﾞｰ状況：Ｒ）として作成します。 

             ｂ．社内加工品において着手日でリリースする場合は、初工程が 

              リリース対象となると、同一品目の全工程がリリース対象となります。 

 

    〔〔〔〔リリースリリースリリースリリース種類種類種類種類のののの考慮点考慮点考慮点考慮点〕〕〕〕 

  納期指定：リリ－ス範囲が納期の場合は、オ－ダ管理(未納管理、催促指示)は易しくなります。 

       （オ－ダが納期で区切られている為、指示済みと未指示の切り分けが判り易い） 

       その反面、リ－ドタイムが長い品目の場合は、製造の着手が短納期やリ－ドタイム不足に 

       なり、製造側に負担が掛かる可能性があります。 

  着手日指定：リリ－ス範囲が着手日の場合は、製造側から見ると着手が確保されている為、 

        製造管理はし易い事になります。 

        ただし、オ－ダ管理の面から見ると、納期がバラバラになる為、一括管理は困難な 

        場合があります。リ－ドタイムが長い品目になると突出した納期でオ－ダされます。 

 

 

 


